






























３ 成果と工夫した点 

（１）２７年度から、１０分科会に分かれて、小中が連携した授業研究を推進している。各

分科会で教科ごとに小学校から中学校への学習の流れを意識し、「学習の連続性に着

目した指導・評価の工夫」を研究のテーマに据え、２年間の研究を踏まえて更に内容

を深化させることができた。研究の焦点を絞ることで大変成果があがった。 

（２）防災引き取り訓練を小中が連携して同時に実施し、保護者が小学生を迎えに行ったそ

の足で、中学校へ来るという訓練が定着し、全く混乱なく実施できた。サブファミリ

ーの小中学校が同日に一斉に引き取り訓練をすることで保護者や地域の防災に対する

意識は更に高まっている。 

（３）北区防災学校・地域との合同防災教育授業・ファミリーの日防災研究授業・夏休み防

災講演会など、各小中学校で実践的な防災教育に取り組み、特に地域自治会や消防署・

各消防団が連携した防災訓練が継続的に取り行われている。 

（４）ファミリー小学校の６年生全員を対象にした中学校新入生体験授業の実施、ファミリ

ー校展覧会作品交流展示、小学校音楽科による中学合唱コンクールの審査、ＰＴＡ校

外委員・ＰＴＡ役員と学校関係者・赤羽警察が参加しての長期休業前のサブファミリ

ー生活指導連絡協議会（夏・冬長期休業日前の年２回実施）など、関係諸機関・ＰＴ

Ａ・児童を巻き込んだファミリー間の連携行事で強固に結びついている。 

（５）年度末に「小６」「中３」の担当者が情報を共有し、きめ細かい情報共有の結果、「中

１ギャップ」の解消に努めることができた。 

４ 課題と改善の方向性 

運営委員会で決定された運営方針をもと

に、各校間で副校長・教務主任・各分科会

のチーフと連絡を取り合い、情報共有を緊

密にし、互いの連携を深めていくことが重

要である。 

また、各校の特徴を生かしながら、小中

９年間というスパンで地域と連携した教育

活動を推進するための効果的な研修内容を

工夫する。                小学校の展覧会へ中学生が展示見学 
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